
学校番号 412 

平成 31年度 理科 

 

教科 理科 科目 
（文系・体育専門）

生物 
単位数 4単位 年次 3 年次 

使用教科書 改訂 生物（東京書籍） 

副教材等 
三訂版リード Lightノート生物 （数研出版） 

七訂版スクエア 最新図説生物 ｎｅｏ （第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

生物は、代謝や遺伝子といった分子生物学の範囲が多くあり、化学のように思えるかもしれません。

しかし、それらの知識があってより深く身体の構造や機能を学ぶことができます。文系・体育専門

コースであっても、興味を持てるような授業を心がけますので 1年間がんばりましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め，目的意識をもって観察，実験な

どを行い，生物学的に探究する能力と態度を身につけるとともに，生物学の基本的な概念や原理・法則

を理解し，科学的な見方や考え方を養う。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との

関連を図りながら，生

物や生物現象に関心

を持ち，意欲的に探求

しようとするととも

に，生物の仕組みを正

確に理解しようと努

めるなど，科学的な見

方や考え方を身につ

けている。 

生物現象の中に問題

を見出し，探求する過

程を通して，事象を科

学的に考察し，導き出

した考えを適切に表

現している。 

 

生物現象に関する観

察・実験などを行い，

基本操作を習得する

とともに，それらの

過程や結果を的確に

記録，整理し，自然

の事物・現象を科学

的に探求する技能を

身につけている。 

生物現象について，

基本的な概念や原

理・原則を理解し，

知識を身につけてい

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録，発表 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録，発表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録，発

表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録，発

表 

定期考査の結果 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 生
命
現
象
と
物
質 

生体物質と細胞 ○ ○ ○ ○ a: 動植物に共通する細胞小器

官の働きや，細胞の働きを意欲

的に分子レベルで調べようと

している。 

b: 細胞の内部構造とそれを構

成する細胞小器官の特徴，ま

た，それらによる代謝や遺伝子

の発現について考えることが

できる。 

c: DNAを制限酵素で切断し，電

気泳動によって DNA 断片の塩

基対数を確認している。 

d: 生物体を構成する物質の名

称や働き，細胞の構造や分裂の

仕組みについても理解してい

る。遺伝子の発現調整をしてい

る調節タンパク質や調節遺伝

子を理解している。 

学習状況

の観察 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 

探究活動

の記録 

定期考査

の結果 

生命現象とタンパク質  ○ ○ ○ 

呼吸 ○ ○ ○ ○ 

炭酸同化  ○ ○ ○ 

窒素同化  ○ ○ ○ 

遺伝情報とその発現 ○ ○ ○ ○ 

遺伝子の発現調節  ○ ○ ○ 

バイオテクノロジー  ○ ○ ○ 

生
殖
と
発
生 

減数分裂と受精 ○ ○ ○ ○ a: 減数分裂による遺伝子の分

配と受精により遺伝的に多様

性について調べようとしてい

る。また、細胞の分化と形態形

成の仕組みを調べようとする。 

b: 生物の生殖法として，減数

分裂による遺伝子の分配と受

精により多様な遺伝的組み合

わせについて考えている 

c: 遺伝の法則や遺伝子の連鎖

と組換えを理解し，検定交雑の

結果より，組換え価・分離比を

求め，表現型や遺伝子型を正確

に求めている。 

d: 無性生殖や有性生殖などの

生殖法の特徴や，減数分裂と受

精がわかっている。受精卵が分

裂を繰り返して胚や種子が形

成されることや胚の発生を理

解している。 

 

学習状況

の観察 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 

探究活動

の記録 

定期考査

の結果 

遺伝子と染色体  ○ ○ ○ 

動物の配偶子形成と受精  ○ ○ ○ 

初期発生の過程  ○ ○ ○ 

動物の細胞の分化と形態形成  ○ ○ ○ 

植物の受精 ○ ○ ○ ○ 

種子形成と胚の発  ○  ○ 

植物の器官形成  ○ ○ ○ 



２ 生
物
の
環
境
応
答 

刺激の受容 ○ ○ ○ ○ a: 外界の刺激を受容し，神経

系を介して，反応する動物の仕

組みに興味をもち,いろいろな

要素の刺激に対する反応とし

ての動物個体の行動について，

詳しく調べようとしている。 

b: 受容器と効果器，またその

２つを結び付けている神経系

の働きを考えている。刺激に対

する反応を理解し，動物個体の

行動や，動物が生まれてから受

けた刺激によって行動を変化

させること，新しい行動を示す

学習について，日常の行動の中

から関連付けて，考えている。 

c: オーキシンは濃度によって

成長調節作用が変化すること

に着目し，濃度と植物の成長と

の関係を調べるとともに，屈性

の仕組みについて，結果をまと

めている 

d: 動物の刺激の受容，視覚，

聴覚がわかっている。環境に応

じた反応をする動物の行動を

理解し，それぞれの動物の知能

行動を理解している。 

学習状況

の観察 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 

探究活動

の記録 

定期考査

の結果学

習状況の

観察 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 

探究活動

の記録 

定期考査

の結果 

神経  ○  ○ 

効果器  ○ ○ ○ 

神経系  ○  ○ 

動物の行動  ○ ○ ○ 

発芽と成長の環境応答 ○ ○ ○ ○ 

開花と老化の環境応答  ○  ○ 

植物の一生と環境応答  ○  ○ 

生
物
の
進
化
と
系
統 

生命の起源と生命の変遷 ○ ○ ○ ○ a: 生命の起源と生物進化の道

筋について学び，生物進化がど

のようにして起こるのか興味

をもち，さらに深く調べようと

している。 

b: 生命の起源と生物進化の道

筋を考え，細胞の誕生にも関心

を示している。生物の分類の方

法，系統を明らかにする方法，

現在明らかになっている生物

の系統に興味をもち，進んで調

べようとしている。 

c: 特定の遺伝子型に選択が働

く場合の遺伝子頻度の変化を

計算し，詳しく分析している 

d: 生物の変異と進化を理解

し，現代の進化理論を理解して

いる。 

学習状況

の観察 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 

探究活動

の記録 

定期考査

の結果 

生物界の変遷と地球環境の変

化 

 ○ ○ ○ 

人類の起源と進化  ○  ○ 

進化の証拠 ○ ○ ○ ○ 

生物の変異と進化  ○ ○ ○ 

生物の分類と系統 ○ ○ ○ ○ 

原核生物の分類と系統  ○  ○ 

原生生物の分類と系統  ○ ○ ○ 

植物の分類と系統  ○  ○ 

菌の分類と系統  ○  ○ 



動物の分類と系統  ○  ○ 

３ 生
態
と
環
境 

環境要因 ○ ○  ○ a: 生物の生活に影響を及ぼし

ている環境と生物との関係に

ついてについて興味をもち，理

解しようとしている。 

b: 非生物的環境要因や生物的

環境要因（群れや縄張りなどの

種内関係，食う－食われるや共

生などの種間関係）について，

具体例をあげながら考えてい

る。個体群の個体の分布，成長

曲線，密度効果の変動や個体群

の種内関係を，具体的な数字を

参考に，考えている。 

c: 植物群落の構造を，同化器

官と非同化器官の空間的な分

布から調べることができ，イネ

科草本型と広葉草本型の生産

構造図を比較して，両者の違い

を表にまとめている。 

d: 生態系と生物多様性がわか

り，生物多様性には３つの階層

を含んでいることを理解して

いる。 

 

学習状況

の観察 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 

探究活動

の記録 

定期考査

の結果 

環境と適応  ○  ○ 

個体群とその変動 ○ ○ ○ ○ 

異種個体群間の関係  ○  ○ 

生物群集とその構造  ○ ○ ○ 

生態系と物質生産 ○ ○ ○ ○ 

生態系と生物多様性  ○ ○ ○ 

＊表中の観点について   a: 関心・意欲・態度     b: 思考・判断・表現 

                          c : 観察・実験の技能     d: 知識・理解 

 

 ＊原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 

 


